
 

希望が丘地区 地区計画書 
 

当初決定 Ｈ２３．３．２９ 音更町告示第６７号 最終決定 Ｈ３０．４．１ 音更町告示第４４号 

 

１ 地区計画の方針 

名  称 希望が丘地区地区計画 

位  置 音更町希望が丘及び緑が丘の各一部 

区  域 計画図表示のとおり 

面  積 約３９.５ｈａ 

地区計画の目標 

当地区は、帯広市中心部の北約８ｋｍ、音更町の市街地の北西部に位置し、総合体育館、既

存市街地及び農地などに接する平坦地であり、地区内には野球場、温水プールなどのスポーツ

施設、ふれあい交流館などの公共施設、帯広大谷短期大学及び北海道立緑が丘病院などが立地

している。 

本計画では、周辺の住環境などと調和したスポーツゾーンの拠点形成など、高次の都市機能

の集積と維持を図ることを目標とする。 

 

 

区
域
の
整
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全
に
関
す
る
方
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土地利用の

方針 

公共公益施設などによる土地利用を図るため当地区を２地区に細分化する。 

１．公共公益施設Ⅰ地区 

  良好な教育環境の充実やスポーツをとおした健康増進と地域交流などの拠点形成を図る

地区とする。 

２．公共公益施設Ⅱ地区 

医療施設を中心とした土地利用を図る地区とする。 

 

 

建築物等の 

整備の方針 

 地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、建築物に関する事項を次のように定める。 

１．周辺の住環境などと調和したスポーツゾーンの拠点形成など、地区の目標を害する恐れ

のある建築物の混在を防止するため、地区の土地利用にふさわしい「建築物等の用途の制

限」を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 地区整備計画 

名 称 希望が丘地区地区計画 

区 域 
 

計画図表示のとおり 

 

面 積 
 

約２３.６ｈａ 

 

建 

築 

物 

等 

の 

制 

限 

に 

関 

す 

る 

事 
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地
区
の
区
分 

地区の 
名 称 公共公益施設Ⅰ地区 公共公益施設Ⅱ地区 

地区の 
面 積 約１３.５ｈａ 約１０.１ｈａ 

建築物等

の用途の

制限 

次の各号に掲げる建築物及びこれに附属す

る建築物は建築してはならない。 

(1) 住宅（事務所、店舗その他これらに類す

る用途を兼ねるものを含む。）、共同住宅、

寄宿舎又は下宿 

(2) 店舗、飲食店その他これらに類する用途

に供するもののうち建築基準法施行令第１

３０条の５の３で定めるものでその用途に

供する部分の床面積の合計が５００㎡を超

えるもの 

(3) ホテル又は旅館 

(4) 自動車教習所 

(5) 畜舎（床面積の合計が１５㎡以下のもの

を除く。） 
 

次の各号に掲げる建築物及びこれに附属す

る建築物は建築してはならない。 

(1) 店舗、飲食店その他これらに類する用途

に供するもののうち建築基準法施行令第１

３０条の５の３で定めるものでその用途に

供する部分の床面積の合計が５００㎡を超

えるもの 

(2) ホテル又は旅館 

(3) 自動車教習所 

(4) 畜舎（床面積の合計が１５㎡以下のもの

を除く。） 
 

備     考 
用語の定義及び面積等の算定方法については、特別に定めるものを除き、建築基準法及び同

法施行令の例による。 

理 由 

他の地区整備計画の表示と整合を図るため、文章・字句の表現を精査したことによる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


